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中期経営計画 2013～2014「SPEED＆SPIRITS」の策定について 

 
 
 

 沖縄銀行（頭取：玉城 義昭）では、2年間（平成 25 年 4 月～27 年 3 月）を計画期間とする

新中期経営計画を策定し、スタートいたしましたのでその概要をお知らせします。 
 

記 

 
1. 名称 中期経営計画 2013～2014 SPEED＆SPIRITS 

～「スピード経営」と「お客さま目線＝おきぎんスピリッツ」～

 
2. 期間 2 年間（平成 25 年 4 月から平成 27 年 3 月） 

 
 

3. 取組概略  
 

少子高齢化時代の到来やアジア地域の目覚しい経済発展など、新しい時代への動きが著しい

現在の環境において変化に機動的に対応する「スピード経営」を継続するとともに、全ての業

務をお客さまの立場に立って取り組むとする「お客さま目線＝おきぎんスピリッツ」をもって、

当行が地域の発展に一番貢献していく趣旨で、本計画のタイトルを「SPEED＆SPIRITS」と

して策定いたしました。 
 
新しい中期経営計画では、「地域ナンバーワンバンクの『真価の発揮』」を基本方針とし、  

４つの経営戦略に基づく各施策の着実な実行により、本来業務である融資力の強化と収益力・

企業価値の向上に努め、地元経済との関係を一層深め、より高次の金融サービスを提供するこ

とで、地域社会の発展に貢献してまいる所存です。 
 
当行は今後とも、常にお客さまの期待に応え、地域社会に愛され、親しまれる銀行「ピープ

ルズバンク」として、役職員一丸となってさらなる経営内容の充実、サービス向上に努めてま

いります。 
 

※詳しい内容は別紙をご参照下さい。 
以 上 



〔2013 ～ 2014〕中期経営計画

SPEED & SPIRITS
地域ナンバーワンバンクの「真価の発揮」



新中計の目的

　平成25年度より期間を２年間とする新中期経営計画「SPEED＆SPIR I TS」 がスタートします。少子

高齢化時代の到来やアジア地域の目覚しい経済発展など、新しい時代への動きが著しい現在の環境に

おいて、当行を取り巻く如何なる変化にも機動的に対応する「SPEED経営」を継続するとともに、全て

の業務をお客さまの立場に立って取り組むとする「 お客さま目線＝おきぎんスピリッツ」をもって、

沖縄銀行が地域の発展に一番貢献する中期経営計画を策定しました.

 当行は地域の皆さまや株主の皆さまの温かい愛情とご支援により、今日ある“おきぎん”へと成長してきま

した。昭和31年7月、県内初の市中銀行として創立し、「親しみやすい銀行、郷土の発展に貢献する銀行」と

示された創業の精神は、諸先輩方の努力により経営理念や行是、「誠実さ」「着実さ」「堅実さ」「親しみ

やすさ」といった良き行風として受け継がれ、当行の大きな財産となっています。「お客さま目線」はその

精神（おきぎんスピリッツ）を一言集約した、我々役職員一人ひとりがしっかりと取組み承継していく大切

なメッセージです。

　これからも「お客さま目線」をもって、創業当時からの「おきぎんスピリッツ」を大事に守り育み、県民・

地域社会に一番愛され、一番親しまれる「ピープルズバンク」として、地域とともに発展していきましょう。

お客さま目線＝おきぎんスピリッツ
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基本方針
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おきぎんスピリッツでお客さまの笑顔と地域の活力を支える
地域ナンバーワンバンクの「真価の発揮」

PEOPLE’S  BANK   県民に一番愛される銀行

地域密着・地域貢献

自己研鑽和業績向上奉仕

銀行の公共的使命を自
覚し地域社会の発展に
寄与しよう

真心と感謝をこめて顧
客に奉仕しよう

商魂に徹し、業績の向
上に努めよう

秩序を重んじ、和を尊び
明るい職場を造ること
に努めよう

知性を磨き、品性を高
め、創意と進取の精神
を涵養しよう

使命

～「スピード経営」と「お客さま目線＝おきぎんスピリッツ」～
SPEED & SPIRITS

経営理念

地域ナンンバン ワンバンクの の発揮」「真価の

PEOPLE’S BAANK 県民に 番愛される銀行番

SPEEED & SPIRRITS

目指す銀行像  ～コーポレートイメージ～

中期経営計画基本方針

中期経営計画  2013～2014

行是
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お客さまの声や営業現場の要望を経営施策に反映し、CS・ES の向上に資する組織づくりをすすめます。

個人のお客さま、法人のお客さまそれぞれの目線から最適な金融サービスを提供できる営業体制の構築を
すすめます。
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連結当期純利益 RO E

コア業務純益 ROE

コアOHR

コア業務純益

融資量期中平残

資金量期中平残

開示債権比率

自己資本比率

５%程度
９%程度
60%台

12%台
１%台

100億円程度

12,200億円
17,700億円

基本方針と到達目標
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基本方針と到達目標

お客さまのニーズ（情報）キャッチ
ニーズへの提案（商品・サービスの採用）
個社別の取引シェアーアップ（取引拡大）
更なるビジネスチャンスの拡大（新規紹介）

【STRONG・RELATION】活動
強い信頼関係構築・強い絆構築・たくましい営業活動展開

タイムリーでスピーディーな資金供給
いつでも与信相談できる態勢
企業経営への有用な情報提供
ニーズに即した提案型セールスによる
企業の業績拡大

強い信頼関係構築とあわせたビジネス機会の創出

1
2
3
4

1
2
3
4

おきぎんの地域密着型金融推進計画

創業・新規事業への融資支援のほか、経営改善・
事業再生における改善計画の策定支援を図る
とともに、事業承継やM&A 手法の活用など、
お客さま企業の課題解決に向けた取り組みを
強化する。

ライフサイクルに応じた取引先企業支援
の一層の強化
ラライライライライフサイ
の 層の強

コンサルティング機能の発揮

反復継続訪問の実施により訪問頻度を高め、個社別のリレーション強化を図ります。

お客さま 沖縄銀行

お客さま企業の課題解決に
向けた取り組み

援

コンンササル
成長分野への取り組み

事業価値を見極める融資手法をはじめ中
小企業に適した資金供給手法の徹底
成長分野である医療・介護・福祉業界に対し、当
行にしかない経営診断サービスの提供やセミ
ナーによる情報提供など積極的に取り組む。ま
た、お客さま企業の事業価値を見極める「目利き
力」のある人材を育成し、ABLの活用など多様化
する資金ニーズに対応していく。

発揮揮
ビジネスマッチング美ら島商談会
観光・物流・IT産業

上記の事業に積極的に関与し、ビジネスマッチ
ングや海外展開などのノウハウを蓄積していき、
この事業を担う人材の育成とお客さま企業のビ
ジネスチャンス拡大につなげていく。

地域の情報集積を活用した持続可能な地域
経済への貢献
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お客さま目線に立った経営戦略

Ⅰ  営業戦略

① SR・PSR 活動の強化
② 生活密着型ローンの推進

お客さま目線による営業力・収益力の強化とお客さま目線による営業力・収益力の強化と
　　　　　　　　　　　　　　　　リテール営業の推進　　　　　　　　　　　　　　　　リテール営業の推進
お客さま目線による営業力・収益力の強化と
　　　　　　　　　　　　　　　　リテール営業の推進
１．営業力・収益力の強化とリテール営業の推進

２．ＩＴ営業戦略の推進
① OCEAN システムの活用
② インターネット営業戦略の推進

３．貸出資産 “質” の向上
① ローンレビューの強化
② 審査体勢の高度化

Ⅱ  人事戦略

① ブロック別実務教育訓練の充実
② 階層別研修の実施

お客さま目線の人づくりと少数精鋭主義お客さま目線の人づくりと少数精鋭主義

１．お客さま目線の人づくり

２．お客さまそれぞれのライフステージに応じた提案のできる人材育成
① 法人営業に強い人材育成
② 個人営業に強い人材育成

３．人材の戦略的配置
① 公的資格者の営業部門配置

お客さま目線の人づくりと少数精鋭主義

Ⅲ  組織戦略

① お客さま目線の業務改善
② お客さま目線の組織づくり

お客さま目線の組織づくりとおきぎん行風の承継お客さま目線の組織づくりとおきぎん行風の承継

１．お客さま目線の組織づくり

２．コンプライアンス態勢の強化

３．次世代システム導入に向けた取組み

Ⅳ  地域貢献戦略

① SR 活動の強化と経営支援への取組み
② 成長分野への取組み

１．コンサルティング機能の発揮

２．ＡＬＬ　ＯＫＩＧＩＮ 　ＦＯＲ　ＯＫＩＮＡＷＡ

① 地域発展に貢献する施策の具体化
② 人材ネットワークの強化
③ 産学官金連携の強化

お客さま目線による企業及び地域活性化へのお客さま目線による企業及び地域活性化への
　　　　　　　　　　　　　　　　　真価の発揮　　　　　　　　　　　　　　　　　真価の発揮お客さま目線の組織づくりとおきぎん行風の承継 お客さま目線による企業及び地域活性化への
　　　　　　　　　　　　　　　　　真価の発揮

① 法令遵守態勢の強化
② 個人情報保護態勢の強化

① 次世代システムの計画的な稼動による安定的な金融サービスの
　 提供
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CSR

◆ウォーキング大会参加
沖縄県ウォーキング協会提携
那覇市医師会提携
各市町村単位でのウォーキング行事参加

◆がんじゅう割引
◆医療福祉業界との提携
◆各種スポーツイベントへの協賛
◆役職員への倹約・節約・健康推進運動

健康のおきぎんとして取り組んでいます
健康は元気な沖縄の資源です

長寿日本一復活キャンペーン

沖縄銀行の具体的CSR施策

おきぎん美ら島商談会

地域金融機関の使命として、地元企業の
販路拡大支援と地場産業の活性化に貢献
することを目的に、「おきぎん美ら島商
談会」を開催しています。本商談会は毎
年の開催を続けることにより、地元企
業の長期的な育成を目指すものです。

● 第３回「おきぎん美ら島商談会」の開催実績
    県内食品関連企業59社とバイヤー33社（うち海外12社）が参加
     ⇒商談数390件、うち商談成約65件、商談継続中195件（H24.12.31現在）

おきぎんふるさと振興基金

(株)沖縄銀行の創立30周年を記念して設立
され、沖縄の産業・伝統文化の振興、学術研
究に励む方々を支援する目的で助成活動を
続けています。（平成3年から助成開始）毎
年、外部選考委員による厳正な審査を経て、
約10先／年の方々に助成を行っています。 

●これまでの助成実績
　助成先数：216先、助成額1億42百万円　（H24年度までの実績累計）
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CSR

おきぎんファミリー
役職員：約2,100名

約107,000先

株 主
約7,600先

沖縄銀行のCSR（社会的責任）宣言 沖縄銀行のステークホルダー
沖縄銀行は銀行経営を通して、健康・環境・教育・福祉・文化へ貢献した経済活動を行います。

健康 ： 県民をはじめ役職員の健康増進へ貢献し、長寿県日本一復活を目指す
環境 ： 地域環境の保全・改良へ貢献し、県民と共に美ら島（ちゅらしま）沖縄県を創り上げる
教育 ： 次世代への教育に貢献し、永続的な地域社会の発展に寄与する
福祉 ： 地域福祉事業に貢献し、万人（うまんちゅ）の住み良い社会作りへ寄与する
文化 ： 地域文化の発展に貢献し、特色ある文化圏を県民と共に継承する

沖縄銀行
CSR方針

融 資 先
のべ約1,363,000先
預 金 者



沖縄銀行  総合企画本部  経営企画グループ
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